
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤出力用副画素、緑出力用副画素、青出力用副画 び輝度用副画素を つの主画素単
位とする液晶パネルを備え ラー表示可能な液晶表示装置であって、
　入力画像 から得られ 入力用副画素、緑入力用副画 び青入力用副画 デジ
タル値Ｒｉ、Ｇ びＢｉ 前記輝度用副画素を駆動するため ジタル値Ｗ

前記赤出力用副画素、緑出力用副画素、青出力用副画 び輝 副画素を駆動するた
めのデジタル値Ｒｏ、Ｇｏ、及びＢｏ

　Ｒｉ：Ｇｉ：Ｂｉ＝（Ｒｏ＋Ｗ）：（Ｇｏ＋Ｗ）：（Ｂｏ＋Ｗ）
の関係を満た

よう ｏ、Ｇ びＢｏ
の各値を求める

ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶表示装置であって、前 ジタル値Ｗは、前記赤入力用副画素、
緑入力用副画 び青入力用副画 デジタル値のうち、最小値をＹｍｉｎとした場合に
、演算式Ｗ＝ｆ（Ｙｍｉｎ）により表される関数により求めることを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項３】
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　請求項１に記載の液晶表示装置であって、前 ジタル値Ｗは、前記赤入力用副画素、
緑入力用副画 び青入力用副画 デジタル値のうち、最大値をＹｍａｘとし、最小値
をＹｍｉｎとした場合に、演算式Ｗ＝ｆ（Ｙｍａｘ，Ｙｍｉｎ）により表される関数によ
り求めることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の液晶表示装置であって、前記演算式Ｗ＝ｆ（Ｙｍａｘ，Ｙｍｉｎ）に
より表される関数は、前記Ｙｍａ はＹｍｉｎの 大きくなるにつれ単調増加する関
数であることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項３に記載の液晶表示装置であって、前記演算式Ｗが前記Ｙｍｉｎを変数とし、前
記Ｙｍａｘを定数とする関数により与えられ、前記演算式Ｗ＝ｆ（Ｙｍａｘ，Ｙｍｉｎ）
により表される関数は、Ｙｍｉｎの 大きくなるにつれ単調増加する関数であることを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項１ ５の いずれか１ に記載の液晶表示装置であって、前記入力画像か
ら得られ 入力用副画素、緑入力用副画 び青入力用副画素毎のデジタル値Ｒｉ、Ｇ

びＢｉが、輝度のディメンジョンを持つ値としてＲＩ、Ｇ びＢＩ変換されて、赤
出力用副画素、緑出力用副画素、青出力用副画 び輝度用副画素のそれぞれの輝度が、
ＲＯ、ＧＯ、ＢＯ、及びＷＯと表される場合に、ＲＩ：ＧＩ：ＢＩ＝（ＲＯ＋ＷＯ）：（
ＧＯ＋ＷＯ）：（ＢＯ＋ＷＯ）の関係を満たすことを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、カラー表示可能な液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、パーソナルコンピュータ、ビデオカメラ、及びカーナビゲーション等の表示装置と
して、カラー表示可能な液晶表示装置が普及している。この液晶表示装置の輝度を向上さ
せるための方法として、従来のＲＧＢ方式のＲＧＢフィルターに加え透明フィルター（Ｗ
）を設置した、ＲＧＢＷ方式の液晶表示装置（以下、「ＲＧＢＷ型液晶表示装置」という
。）が、特開平１０－１０９９８号公報に提案されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、単に透明フィルターを加えて輝度を向上させるために全ての表示色において白色
が混ざるため、オリジナル画像の赤色、緑色、及び青色の比率が異なってしまう。その結
果、オリジナル画像に対して表示画像の色純度（彩度）が低下し、特に中間調において色
度が変化してしまう。
【０００４】
そこで、本発明は、入力されたオリジナル画像の赤色成分、緑色成分、及び青色成分に、
輝度向上のための白色成分を加えた後、さらにこれらの白色成分付加後の赤色成分、緑色
成分、及び青色成分の比率をオリジナル画像の赤色成分、緑色成分、及び青色成分の比率
に換算して、各副画素ＲＧＢＷを駆動することにより、中間調においても色度が変化しな
いＲＧＢＷ型の液晶表示装置を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明による液晶表示装置を提供することにより、オリジナル画像の赤色、緑色、及び青
色の各成分に、輝度向上のための白色成分を加えた場合に表示画像の中間調の色度が変化
しないので、前記目的を達成することができる。
【０００６】
【発明の実施の形態】
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以下、本発明に係る液晶表示装置の好適実施形態について説明する。
【０００７】
図１は、本発明の一実施形態の液晶表示装置１００の構成を示すブロック図である。この
液晶表示装置１００は液晶パネル１を備えている。図２は、この液晶パネル１００の水平
断面を概略的に示す平面図である。図２に示されるように、この液晶パネル１には、列状
のゲートバスＧ１～Ｇｍ（ｍ：自然数）と、行状のソースバスＳ１～Ｓｎ（ｎ：自然数）
とが備わっている。そして、ゲートドライバ２には、ゲートバスＧ１～Ｇｍが順に接続さ
れており、またソースドライバ３には、ソースバスＳ１～Ｓｎが順に接続されている。
【０００８】
また、ゲートバスＧｉ及びＧｉ＋１（ｉ＝１～ｍ）と、ソースバスＳｊ及びＳｊ＋１（ｊ
＝１～ｎ）とが作る網目内にＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）、又はＷ（白）の副画素Ｌｉ
ｊが配置されている。そして、ゲートバスＧｉとソースバスＳｊの交差点付近にＴＦＴ（
薄膜トランジスタ）Ｑｉｊが配置されている。
【０００９】
さらに、ゲートバスＧｉがＴＦＴＱｉｊのゲートに、ソースバスＳｊがＴＦＴＱｉｊのソ
ースに、及び各副画素Ｌｉｊの表示電極がＴＦＴＱｉｊのドレインに接続されている。ま
た、各サブピクセルＬｉｊの表示電極と対向する電極を共通電極とし、この共通電極は、
図示しないコモン電圧供給回路に接続されている。
【００１０】
なお、副画素が図２のような縦ストライプ状に配置されているとき、ＲＧＢＷ用のカラー
フィルターは、各サブピクセルＬｉｊに対して次のように配置されていて、一画素がＲＧ
ＢＷの４副画素から構成されており、この液晶パネル１では、これらの副画素が縦ストラ
イプ配列を形成している。
Ｒ：Ｌｉｊ（ｉ＝１，２，３，…，ｍ－１，ｊ＝１，５，９，…，ｎ－３）
Ｇ：Ｌｉｊ（ｉ＝１，２，３，…，ｍ，　　ｊ＝２，６，１０，…，ｎ－２）
Ｂ：Ｌｉｊ（ｉ＝１，２，３，…，ｍ，　　ｊ＝３，７，１１，…，ｎ－１）
Ｗ：Ｌｉｊ（ｉ＝１，２，３，…，ｍ－１，ｊ＝４，８，１２，…，ｎ）
【００１１】
この液晶パネル１では、これらの副画素が縦ストライプ配列を形成している。なお、液晶
パネル１のパネル面と垂直の方向には、副画素電極が形成されたＴＦＴ基板（図示せず）
、共通電極が形成されたカラーフィルタ基板、及びガラス基板等が備えられており、これ
ら基板の間には液晶が挟まれて充填されている。
【００１２】
図１に戻って、液晶表示装置１００の説明を続ける。液晶パネル１の周囲に、ゲートドラ
イバ２と、８個のソースドライバ３が配置されている。各ソースドライバ３は、図示しな
い、アンプ、ＤＡＣ（ＤＡコンバータ）、及びラッチを備えている。８個のソースドライ
バ３には、デコーダ６が接続されている。そして、このデコーダ６には取得画像の８ビッ
トの副画素データが入力され、この入力データをデジタルデータに変換する画像データ保
持部５が接続されている。
【００１３】
また、この液晶表示装置１００は、信号制御部４を備えている。この信号制御部４は、ゲ
ートドライバ２及びソースドライバ３に電源電圧を供給するとともに、ゲートドライバ２
及びソースドライバ３に制御信号を供給する。また、液晶表示装置１００は、各ソースド
ライバ３それぞれに基準電位を供給する図示しない基準電位発生回路を備えている。
【００１４】
以下、図１に示す液晶表示装置１００の動作について説明する。  制御電源４から、ゲー
トドライバ２、各ソースドライバ８それぞれに、制御信号が供給される。ゲートドライバ
２は、その制御信号に基づいて、各ゲートバス（図２参照）それぞれに、ＴＦＴＱｉｊを
ｏｎ状態とするための信号を伝送する。
【００１５】
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また、各ソースドライバ３に制御信号が供給されると、その制御信号に基づいて、各ソー
スドライバ３のラッチ部（不図示）で、画像データ保持部５に取得されているデジタル画
像を構成する画素データＲＧＢのデータ（以下、「副画素入力データＲｉ、Ｇｉ、及びＢ
ｉ」とする。）についてデコーダ６により所定の演算（後述）が行われ、ＲＧＢＷ副画素
用の信号として得られた、８ビットの副画素データ（以下、「副画素出力用輝度データＲ
ｏ、Ｇｏ、Ｂｏ」とする。）がラッチされる。
【００１６】
ラッチ部にラッチされた副画素データは、順次出力され、ＤＡＣ部（不図示）に入力され
る。また、制御電源４は、ＤＡＣ部が、基準電位発生回路から発生される、正極用基準電
位から電位を選択するのか、又は負極用基準電位から電位を選択するのかを制御するため
の極性制御信号を出力し、この極性制御信号はＤＡＣ部に入力される。ＤＡＣ部は、入力
された極性制御信号と副画素出力用輝度データとに基づいて、基準電位発生回路が発生す
る電位から、このＲＧＢＷ副画素出力用データに対応した電位を選択する。
【００１７】
ＤＡＣ部により電位が選択されると、ＤＡＣ部は所望の階調が得られるように抵抗分割に
より選択された電位における電圧を何段階かに適当に分割する。この後、分割された電圧
がアンプ（不図示）で電流増幅されて、対応するソースバスＳ１～Ｓｎのいずれか（図２
参照）に伝送される。このソースバスに伝送された電位を表す信号は、ゲートバスＧ１～
Ｇｍのいずれかに伝送された信号によりＴＦＴがｏｎ状態になると、このＴＦＴを経由し
て各副画素電極に伝送される。
【００１８】
これにより、各副画素電極に、副画素データに応じた電位が付与される。従って、共通電
極と、各副画素電極とに挟まれる液晶層に電圧が印加され、液晶層は、各副画素電極に付
与された電位に応じて駆動し、加法混色の原理により液晶パネル１に画像が表示される。
【００１９】
さらに詳細に、上述したデコーダ６の演算処理の好適実施形態について、図３（ａ）並び
に（ｂ）、及び後述する数式１から数式５を参照して、以下説明する。
【００２０】
図３（ａ）に示されるように、デコーダ６は、画像データ保持部５から副画素入力データ
Ｒｉ、Ｇｉ、及びＢｉを受け、これらから、輝度増強用副画素のための輝度データＷｏと
、副画素出力用輝度データＲｏ、Ｇｏ、及びＢｏとを演算により求め、ソースドライバ３
へ出力する機能を持つ。尚、デコーダ６は、画像データ保持部５から副画素入力データＲ
ｉ、Ｇｉ、及びＢｉを受けた後、輝度のディメンジョンの値に変換した後で、後述する該
演算を行うようにしてもよい。
【００２１】
一般にコンピュータ用のディスプレイでは、デジタル値Ｄｉｇ（入力デジタルデータ）と
輝度Ｙとの間に、Ｙ＝ｋＤｉｇ２ ． ２ （ｋは比例定数）という関係がある。本実施形態に
係る演算処理でもこの輝度ディメンジョンを用いて、後述する演算を実行することは可能
である。しかし、かかる輝度ディメンジョンへの変換により、８ビットのデジタル信号が
１６ビット程度の値となり、結果として、使用する回路が複雑かつ大規模となり、コスト
アップとなる。
【００２２】
そのため、回路規模を簡易にするため、前記ディメンジョンの変換はせずにデジタル値の
ままで演算を行ってもよい。また、このように簡略した演算であっても表示される画像の
画質に与える影響は、問題になるほど大きいものではなく、実用に耐えるものである。ま
た、本願明細書に記載されている本発明に係る諸演算式は、Ｒ、Ｇ、及びＢの各データの
ディメンジョンに関係なく同じ原理で説明できる。そこで、以下の実施形態の説明では、
簡略化のために、入力されたデジタル値をそのまま使用するものとして説明するものとす
る。
【００２３】
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次に、図３（ｂ）を参照して、デコーダ６の内部の構成及び動作について説明する。図３
（ｂ）に示されるように、デコーダ６は、コンパレータ７、ルックアップテーブル８、赤
用演算回路９、青用演算回路１０、及び緑用演算回路１１を備えている。
【００２４】
コンパレータ７は、画像データ保持部５から副画素入力データＲｉ、Ｇｉ、及びＢｉを受
けた後、Ｒｉ、Ｇｉ、及びＢｉのデータ値の大小を比較する。そして、その結果、Ｒｉ、
Ｇｉ、及びＢｉのデータ値の内最小値、及び最大値を求め、その最小値をＹｉｍｉｎとし
て、ルックアップテーブル８に出力し、一方、その最大値をＹｉｍａｘとして、赤用演算
回路９、青用演算回路１０、及び緑用演算回路１１の各回路へ出力する。
【００２５】
ルックアップテーブル８は、上記最小値Ｙｉｍｉｎを受け、それを輝度増強用副画素のた
めの輝度データＷｏに変換する。
【００２６】
この変換は、各副画素が２５６階調で表現される場合は、０から２５５に変化するＹｉｍ
ｉｎのそれぞれの値に対して、Ｙｍｉｎを変数とする関数Ｗｏ＝ｆ（Ｙｍｉｎ）を用いて
、その演算結果をＹｉｍｉｎ用アドレスに記憶させておいたＰＲＯＭを使用することによ
り実行される。なお、この変換は、演算回路を用いて実行されるようにしてもよい。
【００２７】
一方、赤用演算回路９、青用演算回路１０、及び緑用演算回路１１の各回路は、上記Ｒｉ
、Ｇｉ、及びＢｉのデータの各値、上記Ｙｉｍａｘ値、及び上記Ｗｏ値を、Ｒｉ、Ｇｉ、
及びＢｉに対応した、
数式１：Ｒｏ＝Ｒｉ（Ｗｏ＋Ｙｉｍａｘ）／Ｙｉｍａｘ－Ｗｏ
数式２：Ｇｏ＝Ｇｉ（Ｗｏ＋Ｙｉｍａｘ）／Ｙｉｍａｘ－Ｗｏ
数式３：Ｂｏ＝Ｂｉ（Ｗｏ＋Ｙｉｍａｘ）／Ｙｉｍａｘ－Ｗｏ
（以下、それぞれ、単に「数式１」、「数式２」、及び「数式３」とする。）による演算
を行い、それぞれ副画素出力用輝度データＲｏ、Ｇｏ、Ｂｏを得る。
【００２８】
以上より、デコーダ６は、これらのＲＧＢ副画素用の出力輝度データＲｏ、Ｇｏ、及びＢ
ｏを、Ｗｏと共にソースドライバ３に出力する。
【００２９】
尚、上述の数式１は、
数式４：Ｒｉ／Ｙｉｍａｘ＝（Ｒｏ＋Ｗｏ）／（Ｙｉｍａｘ＋Ｗｏ）
（以下、単に「数式４」とする。）を変形して求めた式である。すなわち、数式４は、Ｒ
ＧＢ副画素用の入力輝度データＲｉ、Ｇｉ、及びＢｉに、Ｗ副画素用の出力輝度データを
Ｗｏを加えて、ＲＧＢ副画素用の出力輝度データＲｏ、Ｇｏ、及びＢｏを求める場合に、
Ｒｉ、Ｇｉ、及びＢｉの各データ値間の比率と、ＷｏをＲｏ、Ｇｏ、及びＢｏの各データ
に加えた値間の比率とが同じになるようにするための関係式である。
【００３０】
同様にして、数式２は、
数式５：Ｇｉ／Ｙｉｍａｘ＝（Ｇｏ＋Ｗｏ）／（Ｙｉｍａｘ＋Ｗｏ）
を変形して求めた式であり、数式３は、
数式６：Ｂｉ／Ｙｉｍａｘ＝（Ｂｏ＋Ｗｏ）／（Ｙｉｍａｘ＋Ｗｏ）
を変形して求めた式である。（以下、これらの式をそれぞれ単に「数式５」及び「数式６
」とする。）
【００３１】
上記数式１から数式３により得られた、ＲＧＢ副画素用の出力輝度データＲｏ、Ｇｏ、及
びＢｏと、Ｗ副画素用の出力輝度データＷｏと、によってソースドライバ３を駆動するこ
とによって、液晶表示装置液晶パネル１から出力される画像の色度について以下の効果を
奏することができる。
【００３２】
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例えば、上記関数Ｗｏ＝ｆ（Ｙｍｉｎ）が、
数式７：Ｗｏ＝Ｙｉｍｉｎ
（以下、単に「数式７」とする。）で表されるときは、Ｗｏの値として、Ｒｉ、Ｇｉ、及
びＢｉのうちの最小値が選ばれる。その結果、Ｒｉ、Ｇｉ、及びＢｉの値のうちどれか一
つでも０の場合は、Ｗｏ＝０となる。このとき、数式１から数式３によれば、Ｒｏ＝Ｒｉ
、Ｇｏ＝Ｇｉ、及びＢｏ＝Ｂｉとなる。よって、この場合は色度は変化しない。
【００３３】
また、数式１から数式３によれば、Ｒｉ、Ｇｉ、及びＢｉの各データ値間の比率と、Ｗｏ
をＲｏ、Ｇｏ、及びＢｏの各データ値に加えた値間の比率とが同じになるので各色間の比
率が変化せず、その結果、中間調においても色度が変化しない。
【００３４】
例えば、具体的な例としてＲｉ＝２４０、Ｇｉ＝１６０、及びＢｉ＝１２０の場合のデコ
ーダ６の実施例（動作例）を、図４を参照して説明する。
【００３５】
まず、コンパレータ７は、入力データとして、Ｒｉ＝２４０、Ｇｉ＝１６０、及びＢｉ＝
１２０を画像データ保持部６から取得して、Ｒｉ＝２４０、Ｇｉ＝１６０、及びＢｉ＝１
２０からこの中の最小値が１２０、最大値が２４０と判断し、Ｙｉｍｉｎ＝１２０、Ｙｉ
ｍａｘ＝２４０とする。
【００３６】
ルックアップテーブル８は、コンパレータ７から出力されるＹｉｍｉｎ＝１２０をＷｏ値
として判断する（ここでは数Ｗｏ＝ｆ（Ｙｍｉｎ）が、上記数式７で表される場合を例に
採る）。
【００３７】
最後に、演算回路９から１１が、それぞれ数式１から数式３に、コンパレータ７及びルッ
クアップテーブル８から出力されたＷｏ＝１２０、Ｙｉｍｉｎ＝１２０、及びＹｉｍａｘ
＝２４０の値と、ＲＧＢ副画素用の入力データＲｉ＝２４０、Ｇｉ＝１６０、及びＢｉ＝
１２０の各値を代入して、ＲＧＢ副画素用の出力輝度データＲｏ＝３６０、Ｇｏ＝２４０
、及びＢｏ＝１８０を得る（図４（ｃ））。
【００３８】
この結果から明らかなように、当該数式１から数式４による演算によれば、Ｒｉ：Ｇｉ：
Ｂｉ＝２４０：１６０：１２０＝６：４：３であり、Ｒｏ：Ｇｏ：Ｒｏ＝３６０：２４０
：１８０＝６：４：３である。すなわち、Ｒｉ：Ｇｉ：Ｂｉ＝Ｒｏ：Ｇｏ：Ｒｏの関係が
満たされることが分かる。
【００３９】
結果として、輝度を向上させるためにＷｏを加えても、入力データのＲＧＢの比率と出力
輝度データのＲＧＢの比率が変わらないので、中間調の色度（彩度）の低下は生じない。
尚、数式４から数式６で表される関係は、上述した理由を基に各変数のデジタル値を輝度
のディメンジョンに変換した場合においても成り立つことはいうまでもない。
【００４０】
すなわち、前記入力画像から得られた、赤入力用副画素、緑入力用副画素、及び青入力用
副画素毎のデジタル値Ｒｉ、Ｇｉ、及びＢｉが、輝度のディメンジョンを持つ値としてＲ
Ｉ、ＧＩ、及びＢＩ変換されて、赤出力用副画素、緑出力用副画素、青出力用副画素、及
び輝度用副画素のそれぞれの輝度が、ＲＯ、ＧＯ、ＢＯ、及びＷＯと表される場合には、
ＲＩ：ＧＩ：ＢＩ＝（ＲＯ＋ＷＯ）：（ＧＯ＋ＷＯ）：（ＢＯ＋ＷＯ）の関係を満たす。
【００４１】
さらに、上述した好適実施形態に対して各種の変形例を採用することが可能である。以下
、変形例を説明する。
【００４２】
好適実施形態では、Ｗ副画素用の出力輝度データＷｏを、ＲＧＢ副画素用の入力データＲ
ｉ、Ｇｉ、及びＢｉのうちの最小値Ｙｉｍｉｎを変数とする関数により求められる値とし
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たが、Ｗｏは目標とする光学特性（輝度）に応じて、他の関数により得られる値を選ぶこ
とも可能である。
【００４３】
例えば当該関数として、ＲＧＢ副画素用の入力データＲｉ、Ｇｉ、及びＢｉのうちの最小
値をＹｍｉｎ、最大値をＹｍａｘとし、これらの２つの値各々の増大により単調増加する
、又は、最大値Ｙｍａｘを定数として、最小値Ｙｍｉｎの増大により単調増加する関数と
して、Ｗｏ＝ｆ（Ｙｍｉｎ，Ｙｍａｘ）により表される演算式により得られるＷｏ値を選
ぶことも可能である。
【００４４】
また、最大輝度の白色を強調したいのであれば、
数式８：Ｗｏ＝２５５＊（Ｙｉｍｉｎ／２５５）２

のような関数により得られるＷｏ値を選ぶこともできる。さらに、中間調を明るくしたい
のであれば、
数式９：Ｗｏ＝－Ｙｉｍｉｎ３ ／２５５２ ＋Ｙｉｍｉｎ２ ／２５５＋Ｙｉｍｉｎのような
関数により得られるＷｏ値を選ぶこともできる。なお、数式８及び数式９において、Ｙｉ
ｍｉｎは好適実施形態と同様にＲＧＢ副画素用の入力輝度データＲｉ、Ｇｉ、及びＢｉの
うちの最小値である。
【００４５】
ただし、各色間の比率を保持するという条件を満足しつつ、Ｗｏ値を選ぶ際には以下に説
明するように限界を定める必要がある。いま、入力データのうちの最大値、最小値をＹｍ
ａｘ、Ｙｍｉｎ、出力輝度データのうちの最大値、最小値をＹｏｍａｘ、Ｙｏｍｉｎとす
ると、各色間の比率を保持するためには、
Ｙｍｉｎ／Ｙｍａｘ＝（Ｙｏｍｉｎ＋Ｗｏ）／（Ｙｏｍａｘ＋Ｗｏ）
が成り立つことが必要である。ここでは、Ｙｏｍａｘ＝Ｙｍａｘとする。
【００４６】
輝度用副画素は、輝度を増すために追加されたのであるから、そこに与えるＷｏはできる
だけ大きい値が望ましい。そして、Ｗｏにできるだけ大きい値を与えるということは、Ｙ
ｏｍｉｎ＝０として出力データにおける白色成分をすべてＷｏで置き換えるということで
あるから、上式は、
Ｙｍｉｎ／Ｙｍａｘ＝Ｗｏ／（Ｙｍａｘ＋Ｗｏ）
と変形できる。
【００４７】
これをＷｏについて解くと、
Ｗｏ＝Ｙｍｉｎ＊Ｙｍａｘ／（Ｙｍａｘ－Ｙｍｉｎ）
この式において、Ｙｍｉｎ／Ｙｍａｘ＞０．５のとき、Ｗｏ＞Ｙｍａｘとなることがわか
る。Ｙｍａｘが取り得る最大の値（例えば、８ビットにおける２５５階調）であるとき、
Ｗｏ＞ＹｍａｘなるＷｏは存在しない。
従って、Ｙｍｉｎ／Ｙｍａｘ＞０．５の場合は、
Ｗｏ＝Ｙｍａｘ
となる。
【００４８】
以上をまとめると、Ｗｏを求めるために、次の関係を満たすように任意の関数を選ぶこと
によって、各色間の比率を保持することができる。
Ｙｍｉｎ／Ｙｍａｘ≦０．５のとき、
→Ｗｏ≦Ｙｍｉｎ＊Ｙｍａｘ／（Ｙｍａｘ－Ｙｍｉｎ）
Ｙｍｉｎ／Ｙｍａｘ＞０．５のとき、
→Ｗｏ≦Ｙｍａｘ
以上の関係はＷｏがＹｍｉｎとＹｍａｘの関数として表されているが、Ｙｍａｘが大きく
なるにつれＷｏの領域は狭くなるので、任意のＹｍａｘで適用できる範囲は図６の斜線部
のようになる。すなわち、この斜線部分が各色間の比率を保持するという条件を保持しつ
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つ、輝度向上のために加えることができるＷｏ値の範囲となる。
【発明の効果】
以上説明したように、本発明の液晶表示装置によれば、液晶表示パネルで表示される画像
の輝度を輝度増強するための白色副画素により向上させても、中間調の色度を変化させる
ことなく適切にその輝度を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の好適実施形態の液晶表示装置１００の構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す液晶パネル１の副画素、ゲートバス、及びソースバスの配置を説明す
るための平面図である。
【図３】図１に示すソースドライバ３及びデコーダ６を概念的に表すブロック図である。
【図４】好適実施形態を説明するための概念図である。
【図５】変形例を説明するためのグラフである。
【符号の説明】
１  液晶パネル
２  ゲートドライバ
３  ソースドライバ
４  信号制御部
５　画像データ保持部
６　デコーダ
７　コンパレータ
８　ルックアップテーブル
９、１０、１１　演算回路
１００　液晶表示装置
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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